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高湿卿卵器による結核菌培養改良法について
ll召荊］35脅三　3　月　10　日　受イ寸

　　　国　立　療　養　所　甲　府　1レ｝i院　内　科

！1、　沢　　慶　　三三　　　山　　本　　泰　　雄

大久保幹雄　塩沢勘次
　　　　An　Improved　Method　of　Culturing　Tubercle　Baci11i、by

　　　　　　　　　　　　Means　of　a　MQist　Incubatox

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　KeizδOZAWA，　Yasuo　YAMAMOTO，　Mikio　OKUBO　and
　　　　　　　　　　　　　　　　Kanji　SHIOZAWA
　　　　　　　Department　of　Internal　Medicine，　K6fu　Nationa！Hospital

　　　　　　　　緒　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　の小川培地に培旋し，それぞ21同nd人のものな嵩群に

　　　近年結核による死’亡串は絡しく低減したといえ，決　　分け，一群の培il轍は購卵器1ナ1に水なみたしたフ嫡1轄を

　　して楽観は許翻ぬい鄭己である。糺て化鋼燃の　下1“tllli：，入れて・その一［：zlの金綱の上｝ご培齢丸験管犠癒

　　進歩により，菌の性状も嚢化し，鷺抹陽怖，培ヨ1篭険性　　　らべ37°σ1醐温で常に高湿度に保たれている環境で，

　　等の例を履々認め冊）れる。私達臨床家は常に病購軸こ於　　　試験管口を空気の流通を良くし，適幽な湿度な保つた

　　ける繭の消畏，変化な見寄り治療予後のき1くll定に役立て　　　め綿栓で培餐，〕父他の・一一群は現在行われているゴム検

　　てゆかねばならない。元来結核菌の培鐘墓での発育増　　　で齊封し，：普通鱒卵器内に培凝して，培獲燐内の菌の

　　殖は緩徐で，肉眼で1認められる簗落を形繊するまでに　　　発育の状態及びカビの灘入の有無等窃比較蛤鐸1醸しつつ

　　は早くとも・十数日，時には数週間をも要する。そこで　　　観察し，た。この際高湿度日艀卵器内セこ臼館湿度計，及び

　　私達臨床医家にとつて少しでも早く且明瞭な増殖を認　　　温度計を入わて鱒卵器内のll鵬1度，温度な昼夜に．浄ったつ

　　める様な培養法が豊まれる斗1：は論をまたない。一方結　　て測定し，この購卵器内の湿度，温度の袈化を追求し

　　核の普遡性よりみて，僻地でも小施設でも容易に行い　　　た。

　　碍る実用性が大嚇な要素と考えられる。　　　　　　　　　　　　輿験成績

　　　従来好気的条件で発育する結核菌には酸素の供給を　　　　自言己湿度計は少縮肇開始は90％に保つたカ：培獲基の鳳

　　十分に行う專が必要である。海老名①，戸田②，宇　　　し入れ，水の補給に際し2％から4％の下降を示し，

　　賀③等はそれぞれ鮪増蜘こ必要な酸蕪髄濃勲指　4聞職は80～86％を記し9，10日目に90～88％を

　　摘し’i又Novy及びSoule④は蒸適酸素濃度・湿度　　　示した後は壇養日数の増加と共にゃx下降8G～δ2％を

　　の必要性を実験的に証明している。然し現在一般に行　　保ち，3週前後に蔦び86～88％を犯しtそオt以後は81

　　われている培養法は，塘蕊日数が提期にわたるため，　　　～83％の瀧度であつた。自舐温度計は多少の．ヒ下はあ

　　興卵器内の培漣誌の乾燥を防ぎ，月．カビの進入防d：の　　　つたがほぼ恒灘であつた。蓑は両瞬卵器に於ける培整

　　ため，試験管口を密封し培養する方法をとつてきた。　　　日数と肉眼的コPニー発見の時期及び発育の程度を示

　　・この様な方法は上記諸氏の爽験研究成績からみても，　　　している。この他に雑菌（カビ）の進入，凝固水の状

　　酸素供給が不充分，且湿度の問題に関しても疑間の欄　　　態もあわせ観察したので，次の六項目に分けて実験成

　　所があり，尚改善されるべき所があると考え，私達は　　　績を比較してみた。

　　乾燥を防止しつつ，しかも坐気の供給を充分に行猿　　1）溌育の時期（肉INetて押轟魂見の時期）。

　　が田来たら頭書の回的を達する婁が出来ると考え，現　　　　2）：増殖の速度，及び程度。

、　雀の培養法を一部変更し，試験管のゴム栓を綿栓にか　　　3）：一一方に発育し，他方に発育を認めないもの。

　　・・え，且艀卵器内に一定の湿度を与えて培養を行い，従　　4）：雑繭（カヒつの進入。

　　来のゴム栓培養と比較対照しつつ，その発育増殖の状　　　5）：凝間水の状態。

　　態を観察したところ，興味ある結果をえたのでこ」に　　　6）：発育増殖したコロ晶一の性状。

　　報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培養陽性度（十），2（十），3（十），4（十）は厚生雀結核

　　　　　　　　案験方法　　　　　　　　　　　　　　　　菌培養撮針によつた。以下湿性鱒卵繋内綿機培養藩群

　　　当所入院患者50名を選び，その喀疾を3％KH2PO4　　　をAとし，普通購卵器内ゴム栓培養基群をBで衷わ
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表　　　高湿卿卵器内縮検培養と普通ゴム揆培旋における結核菌発育状態の比較
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す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めて雑菌を灘めた。6週以後の雑菌の進入は殆んど培

　　1）：発育の時期につい七　　　　　　　　　　　　　　縄基の．1．部にのみ限られていたo

　第13例のAで14日Hに培地Ilに（十）糧度の結核菌　　　　　5）：凝固水について

第落な認めたが，Bでは161－1〔に岡程度の集隅を認め　　　　Aでは2週ll頃より消失するが，　B群例では漸次増

た。笛1G例ではAは16日11iR・こ（十’1，　Bでは181：1目に　　　、甲1の傾llllを示している。培鴛2週i「畷凝固水が混濁L

（十）であつた。第27｛列に於て｝土Aで10「1【］に（1－），　　　たものA，B群に各1例ずつあ！：）た。5週目1項はli・il濁

Bでは16日目に（＋）であった。尚ゴム栓培養基llでで　　　例はB群でや』増加した。　A群で培豪遠陽性のものに僅

湿M－k綿機培塾1窪、群より早く纂落を認めたものは癒かつ　　　かに凝固水が認められた。A，　B群共培撞陰挫のもの

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に凝圃水が消仇している例が多かつた。

　　2）：発育増殖の速鵬及び繰度　　　　　　　　・　　6）：訓㍑∴一の性凋犬について

　第1例では発育の時期は同時期で凌）るが，Aで嫉21　　　湿性綿｛1歪培鰻蕪では，斜蓬落は培地の全面に．平均して

Fl目に3（十），第5週には」・｝義基全面にオたる4（十）　　発育の傾同があり，乾燥して明瞭で，大きく，色は黄

を示すが，Bの場合21日Flに2（＋），第8週で3（＋）　　概色で箏卜常に兇易い。こ海に反して酔鋤ゴム極」誕措

にとどまつている。簾5例に於ても発崔ゴの時期は圃時　　　で1霊前省に比して，より小さく，誇状に密集し，色は

期であるが，Aでは第6週に2C卜），　Bは（＋）程度　　　淡黄色で凝固水に浸されて見にくかつた。

であつた。第8例の垣合も発lfの時期は1司様同時期　　　　　　　　総括及び考案

で，第5週Aは4（＋），Bは3（＋）であつた。第11例　　　　結核菌に酸素の供給は充分な覇：が必要で，海老撚は

では，Aは第4週目（＋），第6週に2（＋）となるが，　　人型結核菌に於ては酸素21）％内外が発育に鍛遡であ

Bでは第4週目10コロ且一を認め，第6週でも23コTコ　　　り，この1醒1：は肺胞内の窒猟と似ているとい．Y，叉戸m

ニーに濁ぎなかつた。この様に発育時期はほ冨li司時期　　　は中隔培養法で中隔内にH202とチモテ”・株を入れ，

であるが，週るIEI　DてAの方が速く，かつ広範闘に増　　　徐々に臨鱒1を放出させ常に20乃預3〔｝％の酸索の存在す

殖を耶している例は，この他に篇13，14，16，Ll，22，　　る培葡1穿竜で棲めて良い砧育増殖な得たと述べてい

23，24，25・29，33・37日42，45，46の各例である。　　　る。翼に宇賀の研究によると，＄li核菌の酸禦i発適濃疲

即ちAでは増殖速く5乃至6週目で4（＋）に達する　　は40～50％であるといつている。NOVy及びSouleに

が，Bではせいぜい3（一ト）にとYまつている。（写翼　　　よると，嶺封せる試験管培養では聡週闇位で酸索は消

1・2・3参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　費され，同時に発育は停止するo酸素の補給により再

　　3）：一一方に発育し他方に発育しなかつたもの　　　　　び発育を始める輿を明らかにし，数園の酸素補給によ

　第4例の場合Aで第3週日に（＋）秘度の纂落を認　　　り，補給しない亀のと署しい相違のあること（組織中

め，第5週には2（一ト）となつた。しかるにBでは第　　　の結核萬の発育の緩徐なのは，酸素分圧の低いためと

8週に聚るも藥落を認めず（一）の結果に終つた。第　　　説明している），　即ち結核菌の良好なる発育にとつて

7例もAで策5週に25コ四轟一を認め，6週目に（＋）　　は培餐試験管内に一定の酸素濃度のあること・更ll：　一一

となつたが，Bでは8週観察←一）であつた。第19例　　　定の湿度が必要な墓を奨験的に明らかにし，［II．つ発育

Aでは6週目に3＝ロ轟一を認めたが，Bでは8週｝こ　　増殖の釜適酸素濃度は4（1～50％であるといつている。

ても（一）であつた。第36例Aでは3週同（十），4週　　　似し試験管内系樋1罷度について明確な値を指摘した

で2（＋），5週目3（＋）であつたが，Bでは8週観察　　　ものはなく，私逮実験の場合も試験管内湿慶，及び酸

（一）であつた。第38例Aでは6週閨に1＃P轟一，　　　素濃魔を測矩出来なかつたが，綿機を通して酸素は供

8週目に2コロユーを認めたが，Bでは8週（一）で　　給され，しかも艀卵器内，即ち環境を高湿度恒温に保

あつた。尚Bに陽性，Aに陰性の例は1例も認められ　　つ辮により，一定湿度が与えられ菌の発育を促進し，

なかつた（写真4，5参照）っ　　　　　　　　　　　　　培地の乾燥を防げ得たと思う。発育の時期については

　　4）：雑歯（カビ）の進入　　　　　　　　　　　　　灘憐綿栓培地の方が50例中3例に．早期にコロ晶一・を舘

　脇35例ではBにのみ16日同に雑繭を11忍めた。第31例　　　めたが，他はすべて同時期であり；且刷lllと（・え僅か

はAでは3週目にBでは6週日に雑菌な認めたo第11　　2～3fllのYiで有意の優劣はつけられないo発育速度

例はBにのみ．4週に雑菌進入，第46例はAにのみ4週　　　は湿性綿糠培地で1ま酸素の供給が普瀬ゴム栓培地よ

目に雑菌を，又第25例で迂Aにのみ5週目に雑菌遮入　　　り，より充分なため速いものは4週，遅くても5～6

を認めた。第6例ではAに6週目砕こ雑繭進入，第2，　　週で培地金面をおエう様に増殖する。更に葦縫落の性状

8，26，27，28，29，48，49例のA各例に第8週で始　　　も大きく，乾燥して黄燈饒で明瞭である。これに反し
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即ち培養上相当の湿度を補給する必要があり，私達実

験の場合80～90％の環境の湿度で綿栓を通し適当な湿
’

環

一　　　　　　　度が培地内にあたえられ，培地の乾燥亀裂による発育

状態に悪影響はみられなかった。これに反し普通ゴム

栓培養では凝固水により下方が浸蝕され，時には混濁

し成績の判定を困難にする事がある。これ等の事から

普通ゴム栓培養基内は高湿度に過ぎるのではないだろ

編幸鍼　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　うか。又普通コム栓培養で発育が培地の中央以下にの

　　　　鞭孟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み認められ，湿性綿栓培地の発育が培地全面に認めら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管壁に沿つて下降し，移植した菌が同時に下降するた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めのものか，或は他の要素によつてこの様な状態にな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るのかこの点に関しては今後の実験に待ちたいと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結核菌の培養に関しては，発育が出来るだけ早く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且増殖が良く又陽性率が大であり，実用的には何処の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査室に於ても容易に施行される方法である事が望ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それは水槽を下部に入れた晦卵器内で培養試験管を封

　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずるのに従来のゴム栓の代りに綿栓を用い，その口を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封蝋せずに培養を行つた所．培養上必要と思われる一

て普通ゴ。栓培地の増髄度は非獣ゆるやかで，±k　定の湿度腔気の補給崩続し得て現在の糠法に

聖蹴墜欝鷲邑鼎；：撫紮：灘鰻継鷲号憲鷺

量搬灘謙媚翻需嵩果し簾蕪灘縦議蕪灘
もなかつた．5・例中24例陽性例力・あり，その中の，例　新糠法であると考える・

闘性雛樋で陽性譜通ゴ縫培養で購性のも　　　参考文献
。、・あり，。の反対例，即ち融吊栓犠馳譜通　①海老名’他：撫齢発育に及ぼす瓦斯繊の影響・

ゴ。麟醐性の例はなかつた．。の様に蝿の少く　結核・15巻1937②宇賀：結核繭びに獺撒
ない例tr．於磋力・認められt。9e、，灘雛樋鮪　性菌の酸覇陳代謝蹴て・実駆綿・18巻1934

秘点と思わ泌．懸（。ビ）の進入、，やはり灘　③戸田：骸．14巻1936④N°vy　and　S°ule：
雛犠の方力・圧倒的に多く，、週、，．、例．、週｝．．，　J・°f　lnf・　Dis・　V°136，1691925・

例，大多数は8週になり初めて認められたが，雑菌の

進入は培地の上方で，しかも発育増殖程度は第6週と

第8週では殆んど変化がみとめられていない。この結

果から判明するごとく，培養基内の菌の発育に著しい

悪影響をおよぼし判定に困難を感ずるものは1例もな

かつた。尚ゴム栓培養の場合も早期に雑菌進入の例は

認められた。結局綿栓による空気の流通のために雑菌

の進入は不利であるが，この程度はやむをえず，その

為に判定に不便を感ずる程の危惧はないと思う。凝固

水は湿性綿栓培養では漸次消失の傾向を示し，環境を

相当高湿度に保つにも拘らず，培地は乾燥してくる。


